
表-1 浚渫土，カルシア系改質材の物理特性
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1. はじめに

高含水比の浚渫土のような低品質な発生土に鉄鋼生産過程において副生する転炉系製鋼スラグ（カルシア系改

質材，以下改質材と略記）を混合することで，改質することがで

き，リサイクル材料（カルシア改質土，以下改質土と略記）とし

て使用可能となることが最近の研究でわかっている 1)．

改質土を海域環境に利用する場合，浅場・干潟造成や深堀跡地・

埋戻し材としての適用が期待されている 2)．適用に際して，改質

土は変形を起こさないよう所定の強度を有していなければならず，

そのためには施工段階において強度を満足するように適切に品質

管理を行う必要がある．さらに今後，改質土の利用拡大が期待さ

れることから，正確な強度比を把握することが重要となる．本文

では，実際に原位置で適用されると考えられる 3 種類のサンプリ

ング手法で供試体を採取し，その際の改質土の強度や，モールド

で採取した供試体との強度比の違いを把握するための室内試験を

実施したので，結果を報告する．
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表-2 試験結果

湿潤密度 含水比 一軸圧縮強さ 強度の変動係数
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1.830 48.5 266
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2. 試験条件

2.1 試料・配合

表-1 に試験に用いた浚渫

土および改質材の物理特性を

示す．浚渫土は福山港で採取

されたもので，細粒分（シル

ト分+粘土分）が 90%以上で

あった．またこれまでに実施

された実現場での施工では， 0～25mm の粒径範囲の改質材が適

用されるケースが多いが，本試験では装置の都合上，最大粒径

9.50mm のものを用いた．

カルシア改質土の配合は，既往の実績 1)を参考に，真体積比で

浚渫土：改質材=7:3 とした．混合前に浚渫土は密度 1.237g/cm3，

フロー値 27cm とし，改質材は表乾状態（表乾密度 3.16g/cm3）に

調整して配合した．混合直後の改質土のフロー値は，施工性がよ

くかつ適度な流動性を保つため，12cm に調整した．なお，このと

きの改質土の配合密度は 1.814g/cm3 である．

2.2 試験方法

改質土は 5 分間ミキサで練り混ぜた後，養生・サンプリングを

行い，一軸圧縮試験（サイズ：直径 7.5cm，高さ 15cm）を実施し

た．養生温度は 20℃，養生期間は 28 日間である．ケース 2～4 の状況写真およびサンプリング方法を図-1 に示す．

3. 試験結果

試験結果の一覧を表-2 に示す．一軸圧縮強度はモールドで作製したケース 1 が最も大きい値となった．強度が

最も小さかったのはコアドリルによるサンプリング（ケース 4）であり，採取時の乱れが最も大きかったものと

考える．図-2 に全供試体の応力～ひずみ曲線を示す．この図からも分かるように，破壊ひずみはほぼすべての供

試体で 1.0~1.5%の範囲内にあるものの，サンプリングされた供試体（ケース 2～4）は乱れの影響を受け，ケース

1 と比較して強度が低下している．最も強度が低いケース 4 と 1 の強度比は 0.65 であり，ケース 2，3 において

もそれぞれ 0.74，0.70 と 3 つのケースで 0.7 前後の値であった．なお，管中混合固化処理工法の強度比（陸上部）

は 0.7 であり 3)，室内試験での確認ではあるが，本試験から得られた強度比はそれと同程度であったといえる．

一軸圧縮強度のばらつき（変動係数）はケース 2，4 が他の 2 ケースよりも若干大きい結果となった．ケース 2

および 4 はともに成形や採取時による乱れを大きく受けた可能性があり，その結果強度のばらつきが大きくなっ

たものと考える．

今後は，一般的に実施工で使用される粒径 0～25mm の改質材を用いて同様の検討を行っていく予定である．

4. まとめ

(1) 各ケースでの一軸圧縮強度の大きさは，モールド>ブロック>塩ビ管>コアドリルの順であった．

(2) 各ケースでのモールド供試体との強度比は 0.7（0.65～0.74）程度であり，管中混合固化処理工法の陸上部の

強度比（0.7）と同程度の値が得られた．

(3) 一軸圧縮強度のばらつきは，ブロックサンプリング，コアドリルの供試体で大きな値となった．これは，ト

リミングや機械による採取で乱れを受けた可能性があり，かつ，乱れの程度は各々の供試体で異なっている

ことが示唆される．

(4) サンプリング方法によらず供試体の破壊ひずみはほぼ 1.0~1.5%の範囲内であった．
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